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研 究 テーマ 
臓器透明化技術および多光子励起顕微鏡による心不全・肺高血圧症の三次元病理

病態解析 

 

 研究助成報告として広報資料に掲載される点を留意すること。 
 概要の構成は自由とするが、研究目的、手法、成果など、一般の方にもわかりやすくすること。 
 枚数は 1 ページにまとめること。（図表、写真などの添付を含む） 

研究目的 臓器透明化技術の進歩により、特にマウス全脳の三次元構造解析が飛躍的に進歩したが、心

血管組織における一細胞解像度での深部解析は困難であった。本課題では、独自に開発したマウス心血管

系に至適な三次元イメージングシステムを用いて、今まで「視る」ことのできなかった心血管疾患の微小環境リモ

デリングと、その病的意義・治療応用について明らかにしていきたい。 

研究手法 臓器透明化技術の一つである CUBIC 法を改変し、さらに我々独自の in vivo イメージング技術

を改良することで（図１）、マウス圧負荷心不全モデルならびに肺高血圧症（PH）モデルにおける微小環

境リモデリングを高解像度で三次元的に描出（全層）し、その病態生理学的意義についての検討を行う。 

研究成果  

＃1. 圧負荷心不全モデルにおける心筋内微小

血管リモデリング 

 横行大動脈縮窄術(TAC)による圧負荷心不

全モデルにおいて、微小血管間架橋構造の著しい

増加を特徴とする肥大期微小血管リモデリングを

発見した。骨髄系細胞とのマルチカラーイメージン

グでは、これらが血管間架橋構造に伴奏するよう

に枝分かれしたような形態に変化しており、マクロフ

ァージの機能を抑制することで、TAC 後の心機能

および生存率が顕著に悪化した。マクロファージが

血管内皮細胞と相互作用して、圧負荷後初期

の代償性の微小血管リモデリングに強く影響していることが考えられ、新たな治療標的となる可能性がある。 

＃2. 肺高血圧モデルにおける微小血管リモデリングの病態生理学的意義の解明  

 低酸素負荷 PH モデルおよび遺伝性 PH モデル Alk1+/- などの軽症〜中等度 PH では、病理切片で検出

困難な肺末梢側への微小血管増生が顕著であるのに対し、Sugen 急性重症化モデルでは欠落していた。こ

れらは、従来の二次元的解析では評価困難であった PH 初期の肺末梢側への特徴的な微小血管リモデリン

グであり、軽症群初期に発現が増加し血管新生にも関与する転写共役因子 PGC1α の発現パターンと一致

していた。肺内皮細胞特異的 Pgc1α欠損マウスでは、低酸素下でも VEGF 発現が抑制され微小血管増生

を来すことなく PH が悪化する一方で、PGC1α 活性化剤の投与では VEGF 発現が増加し PH は軽減した。

今回発見した微小血管リモデリングは、血管内皮細胞の PGC1α 活性によって制御される PH 進展抑制(初

期代償)機転の１つと考えられ、PGC1α-VEGF 経路は PH 治療の新たな治療標的として期待できる。 
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2020 年 9 月 第 5 回日本肺高血圧肺循環学会 藤原隆行 三次元イメージングで解き明

かす 肺 高 血 圧 症 の 微 小 血 管 新 生 の 意 義  （ Young Investigator’s 

Award 優秀賞受賞） 

２ 

2020 年 9 月 第 257 回日本循環器学会関東甲信越地方会 新たな三次元的形態解析

手法によって明らかとなった肺高血圧症の微小血管リモデリングとその治療的意
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adaptive angiogenic response during the early phase of 

pulmonary hypertension 
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によって明らかとなった肺高血圧症の微小血管リモデリングの意義  

5 

2019 年 12 月 第 23 回日本心血管内分泌代謝学会学術集会 藤原隆行 新たな三次元

的形態解析手法によって明らかとなった肺高血圧症の病態初期の微小血管  

リモデリングの意義（若手研究奨励賞受賞） 
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essential adaptive angiogenic response in the early phase of 

pulmonary hypertension 
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2020 年 11 月 第 56 回高血圧関連疾患モデル学会 荻原賞受賞講演 

４ 
2020 年 10 月 第 61 回日本脈管学会 

 


